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い政治性を有する万国婦人禁酒会（World Woman’s Christian Temper-




の牧師美山貫一の影響により受洗し、1888 年 4 月に「在布哇日本人禁酒
会」を設立して多くの会員をえた。安藤による禁酒運動の成功は、日本国
内でも大きな関心を集めた。1889 年 10 月、文子夫人の病気療養のため安
藤が帰国し、禁酒運動の中心的指導者となる。









なお、会長には安藤、副会長には根本が就任した。根本は 1898 年 3 月に












































初代 安 藤 太 郎 1890 ～ 1920
2 代 長 尾 半 平 1920 ～ 1921
3 代 伊 藤 一 隆 1921 ～ 1922
4 代 長 尾 半 平 1922
5 代 林 竜 太 郎 1922 ～ 1944
6 代 諸 岡　 存 1944 ～ 1946
7 代 生 江 孝 之 1946 ～ 1957
8 代 片 山　 哲 1957 ～ 1971
9 代 山 中 吾 郎 1973 ～ 1976
10 代 小 塩 完 次 1976 ～ 1992
11 代 小 塩 玄 也 1992 ～ 2003
12 代 加 藤 純 二 2003 ～ 2016























東京禁酒会が設立され安藤が会長に就任すると、1890 年 12 月より、渡
辺鼎二郎を「発行兼印刷人」として東京禁酒会から『東京禁酒会月報』が
刊行された。寄贈資料には残念ながら 1 号をはじめ欠号があるが、1893
年 2 月に発行された 25 号までのうち 3、5、7─12、14─16、18─20、22─
23、25 号の計 17 冊がある。
『東京禁酒会月報』の後継として 1893 年 5 月より渡辺鼎二郎を「発行兼
編集人」として銀座会館より『禁酒新報』が発刊された。銀座会館は東京
禁酒会の事務所が置かれた場所である。これも欠号が多いが 1894 年 12 月
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に発行された 20 号までのうち 5、6、8、11、20 号の計 5 冊がある。なお、
本誌においては確認できる限り、6 号より「発行兼編集人」が福井文三に
代わっている。










いる機関はない。寄贈資料には 40 号から 1942（昭和 17）年 12 月に発行
された 277 号まで計 238 冊がある。『禁酒之日本』の「発行人」は何度か
変わっており、1923 年 1 月（40 号）
から同年 5 月（44 号）まで青木庄
蔵、同年 6 月（45 号）から 1924 年
6 月（55 号）まで伊藤一隆、同年 7
月（56 号）から 1928（昭和 3）年
8 月（105 号）までふたたび青木が、
同年 4 月（106 号 ）から 1929 年 12
月（121 号）まで小谷六郎がつとめ
た。なお、小塩完次は 1925 年 4 月
（65 号）から「編集兼印刷人」と
して名を連ねており、1930 年 1 月
（122 号）より「発行人」がいなくな
る。こののち 1934 年 7 月（176 号） 写真 2　『禁酒之日本』
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か ら 1936 年 7 月（200 号 ） ま で
永田基が「編集兼印刷人」をつと





したのち 1936 年 2 月におこなわ
れた第 19 回衆議院選挙へ立候補
したためであろう（結果は落選）














その間、1969 年から 1972 年までは『酒なし新聞』、1972 年から 1974 年ま
では『酒害予防新聞』と名前を変えている。寄贈資料には 2010 年までの
『禁酒新聞』がある。











した。寄贈資料にも 1930 年から 1933 年までに発行された『少年新報』と
1931 年から 1944 年までに発行された『のぞみの友』が、欠号があるもの
の含まれている。
そのほか、1888 年 6 月に千葉県で福田基督教会（現在の日本聖公会福田
教会）を中心に設立された北総禁酒会（のち帝国禁酒会関東部と改称）12 の



































寄贈資料には 1934 年（第 15 回）から 1941 年（第 22 回）までの日本国

















































































4 以下、とくに注のない場合は、拙稿「近代日本における禁酒運動─ 1890 年
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